
１．はじめに

平成２９年１月１６日に富山県南砺市利賀村上百瀬（旧

利賀村）で土砂災害（地すべりとその後の土砂流出：以

後，上百瀬の地すべりと呼ぶ）が発生した（写真－１）。

この土砂災害は，平成２６年１２月に砺波市の県道井栗谷

大門線で発生した地すべり以来の比較的規模の大きい事

例になった。通常，この時期の日本海側の山間部は積雪

期であり，一般的に地すべり多発時期とされている融雪

期には該当しない。上百瀬の地すべりに関する詳細な調

査は，融雪後の足場が好転する時期に展開することにな

るが，本報では，（公社）砂防学会信越支部と（公社）日

本地すべり学会中部支部が合同で実施した概査結果に基

づき，この地すべりの概要について述べる。

２．地形・地質概要

上百瀬の地すべりは，富山市の南南西約３５km（図－

１），神通川水系百瀬川の左岸斜面に位置する（図－２）。

当該地域の標高は，県道付近で６６６m，発生域で約８５０

mになる。百瀬川沿いでは，谷底部に平坦地が形成さ

れ，主として集落や農耕地として土地利用されている。

一方，斜面部では，林地が広がっているが，当該箇所は，

昭和５３年にスキー場（利賀スキー場）の開発が実施さ
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図－１ 南砺市利賀村上百瀬の位置（電子国土 webに加筆）
Fig．１ Location map Kami-momose, Toga-mura, Nanto,

Toyama (Modified from electronic map of Geospatial
Information Authority of Japan)

写真－１ 土砂災害の全景写真（平成２９年１月１７日富山県
撮影）

Photo１ Panoramic photo of landslide disaster (Photo on１７
January２０１７by Toyama prefectural government)

図－２ 地すべり発生箇所（１：２５，０００地形図「利賀」に加筆）
Fig．２ Kami-momose landslide (Modified from topographical

map of １：２５，０００ “Toga”, Geospatial Information
Authority of Japan)
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れた（利賀村史編纂委員会，２００４）。その後このスキー

場は，百瀬川上流側に新たなスキー場が平成９年に開業

したことに伴って廃止になり，施設の一部が山村体験交

流施設等に使用されてきた。なお，利賀村史（利賀村史

編纂委員会，２００４）によると上百瀬地区の奥地では，昭

和３２年３月に融雪災害が発生し，百瀬川が堰き止めら

れたことが記録されている。

地すべり発生箇所周辺の地質構造は，過去の地学的履

歴を受けて複雑である。５万分の１地質図幅「白木峰」

（１９８１）と野沢他（１９８１）によると，表層地質は主とし

て新第三紀の楡原累層の砂岩の上位に新第三紀の安山岩

質凝灰角礫岩からなる岩稲累層が被っている。ただし，

地すべりの東側には，三畳紀～ジュラ紀の船津花崗岩が

断層を挟んで存在する。この断層は，利賀地溝の東縁を

限るものとされている（図－３）。図－３中には，今回の

地すべり地の北側で東西方向に切った縦断面が示されて

いる。これによると地すべり発生箇所は，受け盤斜面の

傾向が推察される。また，百瀬川左岸側斜面に比べて利

賀川右岸側斜面に崩積層の分布が複数箇所で認められる。

これらは地すべりによるものである。

３．地すべり発生状況

上述のとおり上百瀬の地すべりは１月１６日に発生し

たが，その経過は次のとおりである。

１月１６日１５：３０頃，１回目の地すべりが発生した。

発生域は，幅が最大で約１００m，長さが約２５０m（舌端

部を含む），深さが最大で約２０m，および土塊の体積が

約１５万 m３と推定されている（写真－２および図－４）。

発生域の土塊の一部と従前の堆積物（地すべり崩土（防

災科学技術研究所，２０００））の一部は，ボトルネック状の

地形に沿って下方に流下した。土砂の流下形態は，側方

リッジを形成しつつ粘質の崩土等が積雪面を圧雪しなが

ら進んだ（写真－３）。特に地すべり発生直後においては，

圧雪されたアイスバーンの上に明瞭な擦痕が確認された。

流下した土砂は，斜面の堆積域に達した頃には毎秒１０

cm程度の速度であったが，１月１７日２０：００頃には小

康状態となった。

１月２０日０：１０頃に発生域で崩落箇所が拡大し，頭

部の長さが３５０mになった。新たに崩れた土砂は，斜

面下方へ流下し，１月１９日より緊急的に設置が進めら

れていた異形ブロックを乗り越え，県道上百瀬島地線お

よび道路沿いの民家まで達した（写真－４）。

１月３０日２：３０頃に斜面上部に堆積した土砂の一部

が流下して土砂流出警戒用のワイヤセンサを切断し，１

写真－２ 地すべり頭部（平成２９年１月１８日撮影）
Photo２ Head of landslide mass (Photo on１８January２０１７）

写真－３ 土砂流下の痕跡（平成２９年１月１８日撮影）
Photo３ Trail of landslide sediments traveling (Photo on １８

January２０１７）

図－３ 利賀地域の地質（１：５０，０００地質図「白木峰」国土
地理院に加筆）

Fig．３ Geological map of Toga area (Modified from geological
map of１：５０，０００ “Shirokimine”, Geological Survey of
Japan)

写真－４ 県道への土砂流出（平成２９年１月２０日富山県撮影）
Photo４ Toe of run-out landslide sediments reach to

prefectural road
(Photo on ２０ January ２０１７ by Toyama prefectural
government)

古谷ら：南砺市上百瀬で発生した土砂災害
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月２０日に堆積した土砂うち，図－４中の堆積域上部と

示した箇所の上位に被る形で停止した。最終的な被害状

況は，住居２棟，車庫・納屋５棟，その他施設２棟であ

り，上記県道は一時通行止となったが１月２９日に応急

迂回路による通行が可能になった。なお，人的被害は無

かった。

４．土砂災害発生前および発生時の積雪状況

図－５は，２０１６年１１月１日～２０１７年１月３１ま で の

南砺市利賀行政センター（図－２参照）で午前中に観測

された日降雪量，積雪深および気温を整理したものであ

る。今冬の利賀地域における気象状況は，暖冬傾向のた

めなのか積雪が１２月８日まで観測されなかった。その

後，年末に一時的に積雪深が３０cmを超過する降雪があ

ったものの，地すべり発生前の１月１０日までに積雪深

が４cmまでに低下した。１月１１日以降は，本格的な積

雪が観測され，１回目の地すべりが発生した１月１６日

の積雪深が１２６cmになった。地すべりの直前までに１２０

cm程度の積雪深（特に１月１５日～１６日の間で７４cm）

が観測されているが，利賀地域では特に珍しい降雪量で

はない。

１月２０日に発生した２回目の土砂流出の際には，降

雪は確認されているものの，積雪深自体は１月１７日以

降は低下傾向であり，当日の積雪深が１１０cmであった。

その後，１月２３日から再び５０cm／日を超過する降雪と
なり，１月２５日に最大積雪深２２１cmが観測された。と

ころが，２５日以降の積雪深は，１月３０日（土砂流出の

日）にかけて著しく低下して１１０cmになった。特に１

月３０日の気温は，例年に比べて高い状態である６．５℃

が記録された。

以上の積雪状況の経緯より，単なる融雪地すべりでは

なく，素因・誘因を整理して地すべりの発生機構につい

て検討する必要性がある。

５．地すべり発生域

地すべり発生域へのアプローチが可能であった３月６

図－４ 土砂移動範囲（富山県提供に加筆）
Fig．４ Area of displaced landslide material (Modified from topographical plan supplied by Toyama prefectural government)

写真－５ 滑落崖における斜面内部の地質状況１
（平成２９年３月１７日撮影）

Photo５ Geological condition in main scarp１ (Photo on１７
March２０１７）

図－５ 利賀行政センターにおける気象観測結果
Fig．５ Weather-monitoring result at Toga administration center
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日と１７日に滑落崖の一部について簡単な踏査を実施し

た。発生域付近では，地質的にはやや複雑な様相を呈し

ており，滑落崖～側方崖において大きな岩塊・基岩の上

に数 m～１０数 m堆積物等が被っていた。そのうち堆積

物は，背後斜面からの土砂が溜まってものであり（崩壊・

地すべりによるものと推察される：写真－５），これ以外

に数 m程度の盛土も確認された。岩塊や基岩は，安山

岩質溶結凝灰岩が主体であり，一部では，写真－５に示

すように次第に破砕が進み，粘土化している箇所も認め

られた。粘土化している箇所では，崩落箇所の後退が進

んでいる状況であり，上部に湧水が流出していた。また，

これらとは別に，成因は不明ではあるが，差し目状で厚

さが５～１０cmの粘土層も認められた（写真－６）。頭部

では，雪面上にややくさび状の段差が認められ，若干の

崩落の拡大が進行していた（写真－７）。この段差地形の

箇所は，４月４日に崩落した。

６．土砂流出後の対応と今後の展望

平成２９年４月１３日時点において，上部斜面からの土

砂流出が間歇的に認められるが，県道まで達するような

長距離流動までには至っていない。富山県では，災害協

定を締結している（一社）斜面防災対策技術協会富山支

部のほか，関連研究機関の協力のもと，発生域付近に緊

急横ボーリング工，堆積域に応急土留め工をはじめとし

た応急対策工を展開するとともに，ワイヤセンサ，移動

杭，監視カメラ，および GNSS (Global Navigation Satellite

System：汎地球測位航法衛星システム）機器（写真－８）

等を設置して斜面監視を継続している。現地は，富山県

南部の山岳地域になるために，融雪の影響がしばらく継

続することが予想されること，移動土砂が粘性の高い材

料であるために，詳細な踏査が困難な状況下である。そ

のために現時点（同４月１３日）においては，土砂移動

の詳細な発生要因と移動機構に不明な点が数多く残って

いる。したがって，今後の地盤状況が好転した後に，詳

細な調査を展開されること，そしてこの調査結果に基づ

いた適切な対策工法の実施が望まれる。
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写真－８ GNSSによる堆積土砂の監視状況
（平成２９年２月４日撮影）

Photo８ Monitoring of run-out landslide sediments by GNSS
(Global Navigation Satellite System) (Photo on ４
February２０１７）

写真－６ 滑落崖における斜面内部の地質状況２
（平成２９年３月１７日撮影）

Photo６ Geological condition in main scarp２ (Photo on１７
March２０１７）

写真－７ 滑落崖上部の不安定土塊（平成２９年３月６日撮影）
Photo７ Unstable mass at upper part of main scarp

(Photo on１７March２０１７）
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